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城西大学水田記念図書館報 

寄稿依頼が来て、何を書こうか？とても悩みました。本は大好きなのです

が、図書館で借りて読んでいるか？ん～、借りていない・・・。いつも買っ

て読んでしまう。読む本のジャンルも多岐にわたり読み漁るほうだ。学生時

代の図書館の思い出が無難なのか？学生時代の記憶をたどると、決して褒め

られた学生では無く、当然ながら図書館にはレポートを書くときにたまに行

く程度。そんな私が図書館に通い詰めた頃を思い出してみよう。 

図書館を最も利用しはじめたのは大学4年生の卒業研究からで、これまで

講義等で得た知識より専門性が増し、その知識を得るために通い始めた。当

時はようやくワードプロセッサーが普及し始めた頃で、当然PCなど無く検索

もできない時代であり、研究テーマとして与えられた胃潰瘍の研究も盛んに

行われた時代である。何から手を付けてよいのか分からず、関連しそうな本

の目次を手当たり次第に眺め、調べたいときには効率よくその本にたどり着

けるようにした。大学院に入ると週一度、洋雑誌コーナーに辞書を片手に

通った。自分の研究と関連した分野の雑誌が少なく、ひたすらCurrent Con-

tents を調べ、学外論文請求を出しまくった。コピーが届くと丁寧にコピー

されているものばかりでは無く、斜めにコピーされたものも多く文句を言い

ながら整理したことを思い出す。また、論文のReferences から積層書庫の

雑誌バックナンバーをひたすらコピーした。助手の時代には、論文もカラー

写真が多くなり、カラーコピー機を設置していただいた記憶がある。 

当時、机上で知識を得られるが、実際に手を動かすときには、実験方法を

読んでもイメージが湧かず、ラボにあるどの器具や機器を用い何に注意して

実験をすればよいのか？頭の中でシミュレーションばかりしていた。 

さて、現在に目を向けてみると、PCの普及に伴い論文検索もアナログから

デジタルへ、キーワードを打ち込むだけで、あっという間に候補が挙がって

くる。辞書を片手にCurrent Contentsを調べていた頃が懐かしい。Abstract 

まで目を通すことができるのでその論文が必要かどうか判断もできる。電子

ジャーナルとしてpdfをダウンロードしPCに保存でき、昔のように机の端で

論文が積み重なっていくことも無い。しかもカラー印刷がその場でできる。

実験の動画『JoVE』までも使えるようになり、学生達は実験の理論から操作

まで動画を通じて理解できるようになった。時代と言ってはそれまでだが、

紙媒体だからこそ、記憶に残ることもある。古いのか？私は紙派である。 

図書館にはそれらがバランス良く備わっている。学生達には、思い出を語

れるよう足繁く通って欲しい。  

 図書館の思い出   

薬学部 准教授 図書館選書委員 田中 享    

今月号の特集 

「全国大学ビブリオバトル 

2016～京都決戦～」 

本学学生が出場決定！ 

今月のイベント 

 

知って得する図書館活用術 

 

決戦では全国から選ばれた 

30名がバトルを行います 

12月7日(水) 16:50より 

テーマは “女性の活躍推進” 

参加して、テーマについて 

楽しくお話しましょう 

(1) 蔵書検索OPACで 

  雑誌の目次を確認できます 

(2) 著作権・研究倫理に 

ついて学べる資料紹介 
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「全国大学ビブリオバトル2016～京都決戦～」 

薬学部 高橋さんが全国大会へ出場決定！ 

城西大学からの全国大会出場は2回目。 

2014年に行われた京都決戦に、経営学部3年(当時)

の学生が出場。惜しくも決勝へは

進めませんでしたが、全国大会と

いう場に物怖じすることもな

く、発表本『ミッキーマウスの

憂鬱』(松岡圭祐著) の魅力を観

客の方々へ伝えました。 

関東Ｃ ブロック 
チャン プ獲得！ 

 

11月9日、「全国大学ビブリオバトル2016関東地区決戦 

関東Cブロック」が行われ、薬学部薬学科4年の高橋さん

が発表した 『猫を抱いて象と泳ぐ』 が見事チャンプ本

に選ばれました。この結果、高橋さんは12月18日に京都

大学で開催される「全国大学ビブリオバトル2016～京

都決戦～」への出場が決まりました！  

決戦では全国から選ばれた30名がバトルを行います。 

 
■ 全国大学ビブリオバトル2016関東地区決戦 関東Ｃブロック 11月9日 ■ 

■ 全国大学ビブリオバトル2016関東地区決戦 関東Ｄブロック 11月26日 ■ 

■ 「ビブリオバトル in 高麗祭」 11月5日（高麗祭3日目） ■ 

出場者は他校代表を含め6名で、奥村さん(薬学部薬学科5年)、高橋さん(薬学部薬学科4

年)、田中さん(薬学部薬学科4年)が出場。3名とも図書館関係者が多く集まった会場の

中、予選会(10月７日)以上に質を高めた内容で、紹介する本の魅力を届けました。 

高橋さんと田中さんは、坂戸市立図書館主催「秋の図書館まつり 

ビブリオバトル坂戸図書館」にも出場し(11月6日。ほか高校生3

名、一般の方1名が発表)、高橋さんはこの日もチャンプを獲得。

ブラッシュアップされた発表の成果が表れました。 

パシフィコ横浜（第18回図書館総合展会場内）で開催 

 

よく晴れた秋空の下、高麗祭で4回目となるビブリオバトル学内

チャンプ決定戦を開催！ 

今回は学部学科・ゼミ・研究室の代表としてエントリーした学生6

名が出場し、学内チャンプ本を決定しました。 

 

「全国大学ビブリオバトル2016予選会 城西大学」(10月7日)に 

出場していた学生の発表は確実にスキルアップ。 

また今回初めてビブリオバトルに出場した学生も堂々とした発表

で、どの発表者からも外の寒さを吹き飛ばすような熱意が伝わって

きました。 

 

初めてビブリオバトルを知った観客も多かったと思いますが、紹介

本や発表への感想を語り合う姿もあり、学生だけでなく教職員や高

麗祭に訪れた一般の方々へ、ビブリオバトルの魅力を伝えることが

できました。 

図書館前野外ステージで開催し、100名以上が観戦しました 

101名が投票した結果（全発表を観た方に投票権があります）、 

僅差で、田中さんの紹介した『夜は短し歩けよ乙女』が今年の 

チャンプ本となりました。参加した皆さんお疲れさまでした。 

出場者＆発表本（発表順） 

増山ゼミ代表 石﨑さん（経済学部3年） 

『No.1エコノミストが書いた世界一わかりやすい株式の本』 上野泰也著 

薬品物理化学研究室5年代表 奥村さん（薬学部薬学科5年） 

『医学のたまご』 海堂尊著 

化学科代表 鈴木さん（理学部化学科2年） 

『現代語訳 学問のすすめ』 福澤諭吉著、齋藤孝訳 

薬品物理化学研究室4年代表 田中さん（薬学部薬学科4年） 

『夜は短し歩けよ乙女』 森見登美彦著 

庭田ゼミ代表 前田さん（現代政策学部3年） 

『押入れのちよ』 荻原浩著 

大薗ゼミ代表 横山さん（現代政策学部4年） 

『モダンタイムス』 伊坂幸太郎著 

＜関東地区決戦 C・Dブロック＞ 本学出場者の発表本（書名順） 

『医学のたまご』 海堂尊著、『豊臣秀吉の経営塾』北見昌朗著、『猫を抱いて象と泳ぐ』 小川洋子著、『夜は短し歩けよ乙女』 森見登美彦著 

寒い中、応援ありがとうございました！ 

早朝9時半開始にも 
かかわらず、立ち 
見も多く出るほど 
の盛況でした！ 

Dブロックには、本学より横山さん(現代政策学部4年)ほか、

他校代表を含め6名が出場。50人近く入るオープンスペース

の会場は満員で、熱気に満ちたの中でのバトル開始となりま

した。横山さんは緊張した様子も見せずに、発表時間5分を余

すことなく使い、おすすめ本の魅力を伝えてくれました。僅

差でチャンプは逃しましたが、観客が誰に投票するかを迷

う、白熱した戦いでした。また横山さん自身も、他校の発表

者へ質問するなど、この大会を楽しんだ様子でした。 

紀伊國屋書店新宿本店で開催 

横山さんは一昨年も関東地区決戦に出場し

ています。今回の結果は「悔しかった。ま

た出たいけど来年は卒業だから…」ビブリ

オバトルは近年、公共図書館や書店でも開

催されています。ぜひ今後もそうした場

で、読書の輪を広げてほしいと思います。

図書館も応援していますよ！ 



 知って得する！図書館活用術 

(1) 雑誌の目次情報を、蔵書検索OPACで 
  確認できること知ってましたか？ 

第49回高麗祭 理事長賞を受賞！ 

 

「ビブリオバトル2016 in 高麗

祭」(左下記事参照) を主催した

図書館学生アドバイザー

が「アカデミックな取り

組みによって本の魅力を伝えた」と

して、理事長賞を受賞しました。 

11月5日の高麗祭閉祭式におい

て、アドバイザーを代表して、

木村さんが白幡晶学長より賞状

を受け取りました。  

図書館学生アドバイザー メールアドレス：libadvis@josai.ac.jp ツイッター：＠lib_advis 

平成26・27年度学生アドバイザー 星野さんより 

「今回お借りした本で『原点回帰復帰の会計学』というものがありました。大学で学んだ座学、仕

事を始めて知った実学は共に1つの原点に集約されることを、この本は教えてくれました。座学は

多ければ多い程、実学を知った時の気づきも多くなります。時には実学と座学（の相違）に悩むこ

ともあると思います。そんな時こそ図書というものがその架け橋となると思うのです。 

在学生には、大いに期待をしています。」 

星野さんは経営学部在籍時(3, 4年生)にアドバイザーに就任し、通常の学習支援業務はもちろん、第6回ライブラ

リーラウンジ「あなたのコミュニケーション能力って…就活で活かせますか??」を企画・司会進行してくれるな

ど、大変活躍してくれました。就職された現在も、忙しい仕事の合間をぬって、日々自身の向上のための勉強を

頑張られているとのことです。皆さんも在学中だけでなく、社会に出てからも、図書館を大いに活用してくださ

いね。                          （手紙の文章は星野さんの掲載許諾を得ています） 

星野さん企画 

ライブラリーラウンジ

(2015.11) の様子 

11月30日、学生アドバイザー主催 第11回ライブラリー

ラウンジ「ひとりじゃない読書への誘い ： ゆるくほん

でおしゃべり、しませんか？２」を開催しました。 

早朝9時半開始にも 
かかわらず、立ち 
見も多く出るほど 
の盛況でした！ 

アドバイザー通信 

 

OPACでは、 

日外アソシエーツの

「magazineplus 

目次ASPサービス」を使って 

所蔵雑誌の目次情報を提供しています。ぜひ活用してください！ 

図書館ホームページには雑誌最新号の目次を確認できる「新着記事速報」も 

あります。※いずれも、全ての雑誌が確認できるわけではありません。 

 

新聞広告で『エコノミスト』

の気になる記事を見かけたけ

れど、今週号だったっけ… 

 

 

読みたい雑誌の内容を 

パソコンであらかじめ 

確認できます 

城西大学蔵書検索OPACで『エコノミスト』を検索 

目次情報を表示 例：94(45) 2016.11.8号 
 

(2) 著作権について、しっかり学ぼう！ 

 12月7日に図書館主催 

著作権講演会を開催 

図書館は著作権に関する多く

の資料を所蔵しています。 

学生・社会人にとって 

必須の「著作権」知識を 

しっかり身につけましょう。 

著作権は “研究倫理” のうえでも大切な知識です。 

● 図書館のAV資料コーナーには、下記のようなDVDがあります。 

  『The lab : 研究不正を避けるために』407//Ka16 

  『研究倫理セミナー -東大における研究倫理教育の実例』490.7//Ke45//1  

● また『科学の健全な発展のために』(シラバスコーナーに配架) をテキストと 

  した無料の「研究倫理ｅラーニングコース / 日本学術振興会」を、図書館 

  の情報リンク集に掲載しています (テキストはそちらでもダウンロード可)。 

  

© 

参加者は18名。学生だけでなく地域アドバイザーの方も

交え、皆さん年齢や学部を超えて、読書を通じたコミュ

ニケーションを、時間いっぱいに楽しみました。 

詳しい様子は図書館ホームページで紹介しています♪ 



第18回図書館総合展の 

ポスターセッションに出展しました 

ポスターは清光会館、図書館でも展示しています 

11月8～10日、パシフィコ横浜で開催された、第18回

図書館総合展のポスターセッションに「ライブラリーラ

ウンジはじめました。～学部を超えて交流しよう～」と

いうテーマで参加し、当館の取り組みを多くの方に紹介

しました。 

なお総合展には 31,355名の図書館関係者が集まりました。 

学生向け上映会・講習会のお知らせ 申込み受付中 

卒論応援キャンペーンを実施中です 

受付内容 

・ テーマの切り出し方 

・ 文献資料の探し方城西にない 

  資料の取り寄せ方（ILL） 

・ データベースの使い方 

・ 引用・文献表記・著作権 

  について…など 

「本の探し方がわからない」「雑誌や新聞からテーマに関する記

事を集めたい」「必要な本が図書館にない」…大丈夫です。 

カウンターでいつでも資料の相談ができます。とくに右記期間は

卒論の追い込みにかかっている学生へ向けての

相談受付キャンペーン中。質問して解決するこ

と、知って得することがきっとあります。  

まずは、カウンターへ相談してみてください。 

図書館のカウンターには資料探しの 

専門家（司書）がいます。 

事前申し込みは必要ありません。開館中 

いつでも、気軽に声をかけてください。 

 

 
読書会ざくざく 12月7日(水) 
～女性が活躍する社会について、考えてみよう～ 

図書館グループ学習室6B 16:50～18:20 

お話を聞くだけの参加でも構いません 

読書会ざくざくは、前もって読んだテーマに関

する本を、一人5～10分程度で紹介し、参加者

で意見交換するイベントです。 その後、参加者

でテーマについて楽しくお話しましょう。 

参加申し込みは図書館カウンターへ。 

図書館・就職課共催「就活DVD上映会」12月13日(火)～16日(金) 

図書館2階視聴覚室 毎回16：50開始 

就職課職員からのワンポイントアドバイスも聞ける！ 

エントリー開始まであと3か月余り。就活への準備は 

できていますか？ 

今回の上映会ではエントリー前の就業体験「インター

ンシップ」についてのDVDと、就活に必要な企業研

究・自己分析といったテーマを解説する就活講座を上

映します。 

申込不要、入退出自由！ お気軽にご参加ください。 

就職活動 

○勝  

「医中誌Web」利用講習会 12月14日(水) 

18号館103教室 13：30～15:00 

医薬学文献情報データベースで、必要な文献を集めよう！ 

医中誌Webは国内の医学関連分野の文献情報を 

網羅的に検索できるデータベースです。 

医学用語シソーラスに基づいた検索で精度の高

い検索が可能です。 

講習会では、専門の講師の方に教わりながら、

実際にPCを使って演習できます。PubMedの

MeSHについても説明します。 

薬学部必聴 

参加申し込みは図書館カウンターへどうぞ 

11月の図書館彙報 

11/1 入間地区学校図書館協議会授業研究会（坂戸市立千代田中学校）に館長が出席しました。 
11/5 ビブリオバトル2016 in 高麗祭を開催しました。 
11/8-10 第18回図書館総合展に参加しました。 
11/9 坂戸市立図書館主催「秋の図書館まつり ビブリオバトル坂戸図書館」に本学学生が 
 出場しました。 
11/9・26 全国大学ビブリオバトル2016関東地区決戦 関東C・Dブロックに本学学生が出場しました。 
11/16 平成28年度第2回日本薬学図書館協議会関東地区協議会に出席しました。 
11/16 埼玉県大学・短期大学図書館協議会(SALA)幹事会に出席しました。 
11/16 図書館と県民のつどい埼玉2016実行委員会に出席しました。 
11/25 JDreamⅢ講習会を開催し、31名が参加しました。 
11/29 平成28年度 第3回図書館合同（運営・選書）委員会を開催しました。 
11/30 第11回ライブラリーラウンジを開催しました。 

11/30 城西大学読書感想文コンテスト2016の結果を発表しました。 

■高校生見学  2校、89名が図書館を見学しました。 (11/17～25)  

発行：城西大学水田記念図書館 

〒350-0295 埼玉県坂戸市けやき台1-1  

TEL ：049-271-7736  

FAX ：049-286-8126 

mail：library1＠josai.ac.jp 

 

URL:http://libopac.josai.ac.jp/ 

TwitterID ＠lib_josai 

 

図書館ツイッターのＱＲコードはこちら↑  

 □＝9：00～21：00 

 ■＝9：00～19：00 

 ■＝9：00～17：00 

 ■＝8：30～21：00 

 ■＝休館 

 1/14-15はセンター試験 

 のため休館します。 

2016年12月 

日 月 火 水 木 金 土 

    1 2 3 

4 5 6 7 8 9 10 

11 12 13 14 15 16 17 

18 19 20 21 22 23 24 

25 26 27 28 29 30 31 

2017年1月 

日 月 火 水 木 金 土 

1 2 3 4 5 6 7 

8 9 10 11 12 13 14 

15 16 17 18 19 20 21 

22 23 24 25 26 27 28 

29 30 31     

朝8:30より開館します！ 

期間：1/18～2/10（平日） 

学年末試験に向けた皆さんの 

学習をサポートするため、 

図書館は通常より30分 

早く開館します。 

どうぞご活用ください♪ 

Information 
第8回地域相互協力図書館合同主催公開講座 1月20日(金) 

演題「世界の中の日本、日本の中の世界」 

講師：経済学部 勝浦信幸 先生 
図書館9階 13:30～15:00 

 申し込みは図書館まで 

図書館と県民のつどい埼玉2016 12月18日(日) 

SALA加盟図書館所蔵資料展示会に出展します 

貴重な明治時代のくすり広告・紙看板などを出展します。  

北本市 

文化センター 

(高崎線北本駅) 


